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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　中部縦貫自動車道は、昨年11月、国土交通省が発表した「道路の中期計画」において、大野油坂道路が2車線整備ではありますが、「真に必要な道路」として評価されました。しかし、その後、道路特定財源制度のあり方をめぐり、中部縦貫自動車道をはじめとする高規格幹線道路の事業実施に向けた手続きの見直しが、今秋ごろ目処に、これから国に於いて行われるとされています。



　手続きの見直しにあたっては、平成17年度交通センサスに基づいた新しいデータで、Ｂ／Ｃ、費用対効果を評価するとされています。

　

　この中部縦貫自動車道、特に大野油坂道路が、一日も早く事業に着手されるためには、この道路が、交通量に基づく費用対効果以上に、それ以外の効果の大きいことをアピールし、「真に必要な道路」であることを訴えていかなければなりません。



　そこで、本日は、改めて、中部縦貫道の必要性、重要性を皆様と考えていきたいと思います。
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